
僕が出会った詩人たち#7 「ちんすこう りな」　馬野ミキ

彼女は二冊の詩集を出している
わりかし えっちな単語が頻繁に出てくるが
下品だというよりは、人間という存在としてトータルだなと
低俗だとか反動的というよりかは、ただ単に素直なのだなと
その詩集を読んでも
何度か会った時も、そう思った

噂話を聞かば、朗読中に？どこかのオープンマイクでスカートをめくってパンツを見せたらしい
多分それは、見てないからわからないけれど
ウケ狙いであるとか
承認欲求であるとか
インスタ映えであるとか
そういった類のものではないと思う
初雪が降ってきたからそらを見上げて口をあけてみた、とか
水溜まりがあったから踏んでみた、であるとか
そのような自然な反応ではなかっただろうか

同じ東京に住んでいる期間はあったのだけれど
実際会ったのは数回かな

一度、墓場でデートをしたことがある
池袋から雑司ヶ谷霊園まで揺れるワインボトルを握りしめて
肩と肩をぶつけあい、二人で笑った
なぜ二人で墓場に向かったのかは覚えていない

その復路、彼女は吐きそうだというので
パチンコ屋のトイレを案内した
パチンコ屋のトイレはいつだって世界一清潔なものだ
池袋東口の街路樹の陰で
まだここいらが全面喫煙になるまえ
しずかにおれは、彼女の帰りを待った

--------

「おっぱぶ」ちんすこうりな

そこは明るくて、楽しくて、みんなが幸せになれる場所だった



手帳の予定は全部埋めた　誰かと会う日、おっぱぶに出勤する日、
全部埋める必要があった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詩集「女の子のためのセックス」より


